
　鳥獣による農作物被害軽減に向けた有害鳥獣駆除活動や市
街地に出没する大型獣への緊急銃猟に従事するため、猟友会
員は射撃技術の向上を目指し、射撃場での標的射撃（クレー
射撃）で練習しています。写真は練習の集大成である射撃県
大会のものです。時と場所を問わずに出没する鳥獣による人
的被害、農作物被害の防止・軽減に向けて定期的な練習は欠
かせません。

撮影／後藤 啓委員

「安全狩猟射撃県大会」
表紙写真説明政策提言に向けて

８月臨時議会
事業者向け物価高騰対策の補正予算を可決
９月定例議会
令和７年度決算を認定
「令和７年度酒田市一般会計歳入歳出決算の認定について」
に対する附帯決議を可決

鳥獣被害対策・射撃技術向上安全狩猟射撃県大会
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テ
ー
マ
決
定

現
状
把
握

R8.6月

言葉選びの配慮から
Wi-Fi環境整備まで
デジタルに親しめる環境を市の施策へ​

　9月18日、年間30回以上のスマホ
教室で市民を支える東北公益文科大
学サークル「ゼロ」の学生と意見交
換し、寄り添う言葉選びや活動の壁
を議論しました。
　スマホ教室会場のWi-Fi環境の整
備や依頼窓口の一本化、通信事業者
との連携といった現場のハードルを
解消し、誰もが日常でデジタルを快
適かつ安全に使いこなせる酒田の未
来づくりに向け、市議会として実効性
のある具体的な施策展開を後押しし
ていきます。​

対
話
を
重
ね
見
え
た
課
題 

　
政
策
提
言
へ
生
の
声
を
カ
タ
チ
に

市
民
・
学
生
・
現
場
の
第
一
線
と
語
り
合
っ
た

熱
気
あ
ふ
れ
る
委
員
会
活
動
を
特
集
し
ま
す
。​

　市民生活の質の向上を目指し、3つの
常任委員会が市内各地で調査活動を展
開しました。若手農業者やコミュニティ
振興会、スマホ支援に奮闘する学生たち
と対話を重ね、現場が直面する課題や
未来へのアイデアを議論。
　具体的な政策提言に向け、熱を帯び
る各委員会の活動をお届けします。​

デ
ジ
タ
ル
支
援
に
挑
む
学
生
と
徹
底
議
論

総務常任委員会
暮らしの土台を支える調査

住民のデジタル
スキル向上の取組の推進

Theme

1
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市
民
意
見

聴
取

先
進
事
例

調
査

提
言
書
作
成

市
長
へ
提
言

評
価
・
検
証

9月 R9.2月 8〜9月10月

多様な主体の関わりから
誰もが立ち寄りたくなる
居場所づくりまで​

　7月30日、東北公益文科大学の小
関久恵准教授をお招きし、多様な人
材が参画することによって持続可能
な地域コミュニティを目指している先
進事例を学びました。
　8月25日は、市内のコミュニティ振
興会の事務局のみなさんを招き、現
状と課題について意見交換を行いま
した。
　人口が減少する中、みんなが安心
して暮らしていける地域づくりの推進
に向け、議論を深めていきます。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
と
意
見
交
換

トイレ問題から
働き方改革まで
現場の本音を市の施策へ​

　8月25日、HONTANBO・アグレス
ト・農園貞太郎の若手農業者やＪＡ

の営農指導員と意見交換を実施。
酷暑対策や農地の集約、親元就農
支援をはじめ、トイレ設置や働き方
改革など、現場の切実な声と営農の
魅力を車座で語り合いました。
　女性や若者が参入しやすく着実に
稼げる環境を整え、次世代が誇りを
持って挑戦できる酒田の新たな農業
モデルを構築していくために、実効
性のある具体的な制度化を推進して
いきます。​

若
手
・
女
性
農
業
者
と
熱
く
本
音
対
談

民生常任委員会
生活と福祉を支える調査

人口減少下の
地域コミュニティ
～安心して暮らしていける地域へ～

建設経済常任委員会
まちの基盤と産業を支える調査

持続可能な
農業経営基盤の強化

Theme

2
Theme

３
政策提言に向けて

03  ｜  市議会だより　2026.11.2



議会活動日誌 Diary

  8日 議会報編集委員会
16日 議会報編集委員会
24日 全議員勉強会

各常任委員協議会
各常任委員会

27日 市議会飛島視察（～28日）
29日 議会運営委員会
30日 民生常任委員会

民生常任委員研修会
議会報編集委員会

7月

代表質疑とは…
会派等の代表が、市長
提出議案に関して疑問
を問い、議案の内容を
明確にするためのもの

代
表

　
質
疑

１
名
が
代
表
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
と
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■問
　
冬
季
の
灯
油
等
購
入
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
中
で
、
8
0
5
0
問

題
や
病
気
、
失
業
な
ど
で
生
活
に
困
窮
す
る
65
歳

未
満
の
世
帯
も
少
な
く
な
い
。
支
給
額
の
上
乗
せ

だ
け
で
な
く
、
支
給
対
象
範
囲
を
拡
大
す
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。 

答
　
市
長　
事
業
は
山
形
県
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
低
所
得
者
の
中
で
も
特
に
支
援
が
必
要
な
世

帯
へ
重
点
を
置
い
た
支
援
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、

県
内
他
市
町
村
も
同
様
の
考
え
方
で
あ
る
。
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
実
施
し
て
い
る
た
め
、
現
時
点

で
独
自
に
対
象
を
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
。 

灯
油
等
購
入
費
助
成
の
対
象
者
拡
大
の
考
え
は

無
会
派

市い
ち

原は
ら 

栄え
い

子こ 

議
員

▲動画はこちらから

酒田市議会を
傍聴してみませんか

●本会議、予算特別委員会
　市役所３階議場の傍聴席入口前にある受付
　カードに住所・氏名を記入の上、受付箱に入
　れ、傍聴席に入場ください。
　  ※団体で傍聴を希望する場合は、事前に議会事務局へ問い合わせ
　　  てください。

●各常任委員会
　市役所3階議会事務局で、開会予定時刻の
　30分前から受付を行います。 各委員会の傍
　聴定員は5名です。 定員を超えた場合は、抽
　選などにより傍聴者を決定します。
　 ※傍聴の際は、スマホなどの電源をお切りください。
　　 また議会、各委員会の許可なく写真撮影や録音等はできません。

受  付  方  法

　

議
第
64
号　

令
和
8
年
度
酒
田
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
3
号
）

予
算
特
別
委
員
会

8
月
臨
時
議
会

令
和
8
年
8
月
3
日 〈
議
会
期
間
1
日
間
〉

審
議
さ
れ
た
議
案
等

　
●
市
長
提
出
案
件 
…
…
…
…
…
…
5
件

     

（
う
ち
報
告
事
項  
…
…
…
…
…
…
4
件
）

10日 議会改革推進特別委員会
20日 各常任委員協議会

全議員勉強会
24日 議会運営委員会
25日 民生常任委員会意見交換会

民生常任委員会
建設経済常任委員会意見交換会
建設経済常任委員会

28日 9月定例議会（～9/16）
議会運営委員会

8月   8日 各常任委員会
建設経済常任委員勉強会

  9日 予算特別委員会
議会運営委員会

11日 本会議
議会運営委員会
総務・建設経済常任委員協議会
議会報編集委員会

14日 本会議
議会運営委員会

15日 本会議
16日 本会議

予算特別委員会
議会運営委員会

18日 総務常任委員会意見交換会

9月

事
業
者
向
け
物
価
高
騰
対
策
な
ど
の
補
正
予
算
を

審
査
し
、可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

  3日 8月臨時議会
全議員勉強会

  6日 総務常任委員会

8月   1日 本会議
  2日 決算特別委員会（〜8日）

議会運営委員会

9月

現
時
点
で
拡
大
す
る
考
え
は
な
い

議
第
64
号

令
和
８
年
度
酒
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） 
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審議された議案 議会期間

20日間

【
概
要
】

　

本
定
例
議
会
で
は
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案
を
は
じ
め
、
様
々
な
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
慎
重
な
審
査
を

経
て
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
・
同

意
さ
れ
ま
し
た
。 

【
総
務
】

　

議
第
72
号　

酒
田
市
立
図
書
館
設
置
管
理
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

ほ
か　

4
件

【
民
生
】

　

議
第
74
号　

酒
田
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
建
設
経
済
】

　

議
第
78
号　

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
（
公

共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
令
和
７
年
度
公
共
災

害
復
旧
工
事
（
第
１
工
区
）） 

 

ほ
か　

1
件

9
月
定
例
議
会

　

９
月
９
日
と
９
月
16
日
に
予
算
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
議
案
８
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
議
案
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
第
65
号　

令
和
８
年
度
酒
田
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
） 

 

ほ
か　

7
件

予
算
特
別
委
員
会

討
論

討論とは…
採決の前に、議員が議
題に対して賛成または
反対の意見を述べ、意
見が違う議員の賛同を
求めるもの。

　

合
併
20
周
年
の
節
目
と
な
っ
た
令
和
７
年
度

は
、
人
口
減
少
や
物
価
高
騰
、
大
雨
災
害
か
ら

の
復
旧
な
ど
課
題
の
多
い
年
だ
っ
た
。
そ
の
中

で
、
東
北
公
益
文
科
大
学
の
公
立
化
、
女
性
活

躍
の
取
り
組
み
、
子
育
て
支
援
や
空
き
家
対
策
、

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
を
進
め
た
こ
と
を

評
価
す
る
。
財
政
面
で
も
市
税
の
増
収
や
経
常

収
支
比
率
の
改
善
に
よ
り
黒
字
を
確
保
し
た
。

一
方
、
主
要
な
施
策
の
成
果
報
告
書
に
多
く
の

誤
り
が
あ
っ
た
。
失
っ
た
信
頼
の
回
復
に
向
け
、

行
政
職
員
と
し
て
プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
事
業

の
執
行
や
資
料
の
作
成
に
当
た
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

新
和
会　

安あ
ん
ど
う藤 

浩ひ
ろ
お夫 

議
員

賛
成
討
論

９
月
11
日
に
１
名
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

討
論
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

認
第
1
号

令
和
７
年
度
酒
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

常
任
委
員
会

　

9
月
8
日
に
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案

8
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

人事（各種委員等）35件

決算9件

その他1件

予算（補正予算）
8件

条例（制定・改正）3件専決処分・報告4件契約・財産取得等5件

決算への附帯決議
1件

66件

8 月臨時議会　／　9 月定例議会
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代表
質疑

新和会無会派

　会派等の代表が、市長提出議案に対して、疑問
を問い、議案の内容を明確にするためのものです。
　9月定例議会では令和7年度決算などについ
て質疑が行われました。

代表質疑とは

動画は
こちらから

▲動画は
こちらから

▲

9月定例議会

市
いち

原
はら

 栄
えい

子
こ

 議員

大
おお

壁
かべ

 洋
よう

平
へい

 議員 佐
さ

藤
とう

 伸
しん

二
じ

 議員

問　令和7年度の国保税引上げの結果、繰越金が約
2億2,300万円となった。値上げをしたのになぜこ
れだけの繰越金が出たのか疑問が生じる。この引
上げ後の決算を市はどのように評価しているのか。

国保税引上げ後の令和7年度決算を
どう評価するか

無会派
動画は
こちらから

▲

基金からの繰入れを考慮すると
実質的には単年度赤字
答 市長 剰余金が生じたのは、主に所得増による
税収の上振れと、県からの交付金が多かったため
と考えている。しかし、基金からの繰入れを考慮
すると、単年度収支は赤字であったと評価している。

問　令和6年7月大雨災害の復旧事業の執行率は、
農林水産施設が約39％、公共土木施設が58％で
あった。災害復旧は通常の事業とは事情が異なる
ことは認識しているが、決算を踏まえた進捗の評
価について伺う。

決算を踏まえた災害復旧事業の評価は

農地の一部で営農再開できたことは
評価できる
答 市長 農地の一部で令和8年度に営農を再開でき
たことは評価できると考えているが、国・県・市
の各復旧工事が重なったことが予算を繰り越す一
因となった。今後はより情報共有を行い事業を進
めていきたい。

一部指標設定はないが
支援で所得向上へ取り組む
答 市長 市民所得やえるぼし認定企業数は目標値
を達成したが、子育て世帯の可処分所得の指標は
特に設定していない。保育料などの支援を通じ、
子育て世帯の可処分所得の増加に向け取り組んで
いく。

問　所得向上、若者・女性に選ばれるまちという
方向性だけでは、成果が見えにくい点が問題と考
える。人口減少に歯止めがかかっていない現状を
踏まえ、具体的な目標数値を掲げて取り組むべき
ではなかったか、当局の見解を伺う。

人口減少抑制に対する具体的な目標数値は
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飛島視察報告

志友会

無会派

動画は
こちらから

▲

動画は
こちらから

▲

　飛島の現況を調査し、今後の飛島振興策を
探るため、各常任委員会の委員からなる視察
団を編成し、令和8年7月27日から28日に飛島
視察を実施しました。
　令和8年3月には定期船「とびしま」のエン
ジンが故障し、代船運航が続くなど、島の暮
らしに大きな影響がありました。その一方、7
月に飛島が「特定有人国境離島地域」に指定
されるなど、新たな支援への期待も高まって
います。
　こうした状況を踏まえ、島民の暮らしを支
える医療・定期航路・観光資源などの現状に
ついて担当課から説明を受けながら島内を
巡ったほか、コミュニティ振興会との意見交
換会を行い、飛島が抱える課題などについて
様々なご意見をいただきました。
　視察で得られた知見をもとに、活力ある地
域づくりへつなげていきます。

田
 た  なか

中  廣
ひろし

 議員

武
たけ

田
だ

 恵
けい

子
こ

 議員

問　市有の未利用財産、特に山林の売却に関して、
昨年の期待とは裏腹に解決したとは言えない。現
金化の見込みや、その他の土地・建物の売却見通
しについて当局の見解を伺う。

市有財産の売却に関する見通しは

購入希望の相談があるものは
売却につなげていきたい
答 市長 山林については、他の市有財産と同様に
売却を進めたいと考えているが、購入希望の相談
等はない状況である。未利用地を含む市有財産に
ついては、数件の購入希望の相談があり、売却に
つなげていきたい。

問　人口減少抑制策の一つとも考えられる移住に
ついて、令和7年度中の新規移住相談は241件であ
り、前年度と比較し56件増加しているが、実際に
移住まで至ったのはどのくらいだったのか伺う。

移住相談から移住に至ったのは
どのくらいか

取り組みの積み重ねにより
105人の移住者となった
答 市長 移住者は令和6年度以前からの相談者も
含め105人となった。移住相談総合窓口を設置し
たほか、首都圏でのイベントに出展するなど、様々
な取り組みの積み重ねにより、移住者数の増加に
つながったと考えている。

9 月定例議会 代表質疑　／　飛島視察報告
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不登校支援メタバース活用事業

決算額 2,008千円

不登校の児童生徒に向け、仮想空間を活用し
た新たな居場所や学習・交流の環境を整備し、
社会的自立に向けた支援を実施する経費。

利用状況や委託料 150万円の妥当性、
不登校児童への今後のアプローチはQ

A 5名が登録し、4名が利用しているが、登
録のみで未参加の子へも働きかけを継続

する。委託料は、既存プラットフォーム活用によ
り妥当と判断しており、今後は体験内容の充実や
ニーズに応じた開室日数の増加などを検討する。

9
月
定
例
議
会

　

９
月
２
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
決
算
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
、

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
計
９
会
計
を
審
査

し
ま
し
た
。

　

令
和
7
年
度
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
た
の
か
、
質

疑
が
あ
っ
た
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会

デジタル変革事業

決算額 51,444千円

住民サービスの利便性向上や行政手続きの効
率化、地域 DX を推進し、デジタル技術を活
用して身近な地域課題の解決や新たな価値創
造に取り組むための経費。

LINE等のAI回答の正確性の検証や、
高齢者等のデジタル格差対策はQ

A 事前テストを経て運用しているが、精
度向上に向け検証と改善を継続する。

また、スマホ教室や講座等を開催し、操作に
不安のある高齢者等へ寄り添った支援も丁寧
に行っていく。

シティプロモーション推進事業

決算額 79,362千円

広報紙や SNS による情報発信、市民との対話、
市の魅力発信を一体的に推進する経費。

令和7年度における専門副業人材の
具体的活動と成果はQ

A 外部の専門家が月 1 回の来訪やオンラ
インで助言を行い、魅力発信や関係人

口創出の施策を検討。令和 8 年度から本格
化する「関係人口創出拡大推進事業」の具体
的な骨格を策定した。

市議会だより　2026.11.2  ｜  08



酒田市東京拠点運営事業

決算額 1,641千円

首都圏の拠点渋谷キューズを活用し、特産品
の PR や販路開拓、企業誘致、関係人口の創
出など、市外の需要を呼び込んで地域経済を
活性化させるための取り組みを推進する経費。

121件の企業等交渉の中で、今後の
進出や成果につながる案件はQ

A 松屋銀座での「傘福」展示の実現や新
たな人脈形成、IT 企業に対するトップ

セールスなどの企業誘致活動を展開した。
今後は生まれたつながりを生かし、持続的な
成果へとつなげていく。

地域おこし協力隊推進事業

決算額 23,946千円

配置エリアを市内全域に拡大するとともに、
多様な活動ニーズに対応できるオーダーメイ
ド型の募集制度を整備し、地域の活性化と定
住を担う人材を積極的に確保する経費。

退任した地域おこし協力隊員の
市内定着率はQ

A 退任者 18 名のうち 9 名が市内に残り、
定着率は 50.0%（県内定着率は 61.1%）。

今後は任期後の生活基盤づくりや起業・就業
支援を一層強化し、さらなる市内定住促進を
図っていく。

空き家等総合対策事業

決算額 6,506千円

市民団体や指定法人等と連携して空き家の適
正管理や利活用を促進するとともに、放置さ
れた危険空き家の解消や生活環境の保全、安
全対策などを一体的に推進する経費。

危険空き家の相続財産清算人制度で
予納金が戻らないリスクはQ

A 物件の売却額が低い場合、解体・手
続経費で相殺され予納金が戻らないリ

スクはある。しかし、通学路の危険回避や周
辺市民の安全確保を最優先とし、必要な法的
手続と解体を進めていく。

地域福祉推進事業

決算額 16,731千円

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けら
れるよう、多様な市民参加による地域福祉活
動や助け合いの体制づくりを推進し、新たな
地域課題の解決に取り組む経費。

災害時要援護者台帳の登録状況と
個別避難計画の進捗はQ

A 要支援者 3,933 名のうち台帳登録は
918 名にとどまる。社会福祉協議会の

見守り網（約 1,350 名）や民生委員等と深く
連携し、平時からの地域による見守り活動を
有事の個別避難計画の策定へつなげていく。

9月定例議会  決算特別委員会
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▶︎ ▶︎

令和７年度決算の認定に対する附帯決議を可決

決算審査資料の大量の誤りに対する猛省と再発防止を要請
　9月定例議会の9月11日、議員発議により「令和7年度決算の認定」に対する附帯決議が提出され、可決
されました。決算審査の前提となる重要資料に200か所を超える誤りがあり、審査ができなくなる事態が
発生したためです。
　議会は市当局に対し、猛省を求めるとともに、再発防止に向けた適切な対応を強く要請しました。

なぜ附帯決議が出されたのか

市へ求めた4つの事項議会の対応問題の発生

［附帯決議の抜粋］

ことばの解説 附帯決議（ふたいけつぎ）
　議会が議案を可決したり決算を認定したりする際、今後の事業の進め方や改善してほしい点を

「議会全体の意見」として示すものです。市はその趣旨を尊重して対応することが求められます。

認第１号「令和７年度酒田市一般会計歳入歳出決算の認定について」に対する附帯決議

記
１ 記載の誤りが発生した経過と原因の検証
２ 再発防止策の実施後の報告
３ 決算審査資料の正確性及び信頼性の確保
４ 職員の意識向上と組織風土の改善
以上、決議する。
令和８年9月11日

酒 田 市 議 会

附帯決議文は市ホームページにも掲載しています

①誤りの発生経過と原因の検証
②再発防止策の実施報告
③審査資料の正確性・信頼性の確保
④職員の意識向上と組織風土の改善

審査の前提となる正確性・
信頼性が損なわれた事態を
重く受け止め、議会として

「附帯決議」を可決し、市
に猛省と再発防止を要請

市が提出した決算資料（主
要な施策の成果報告書）
に 200 か所を超える誤り
があり、決算審査が一時
中断（延会）

市議会だより　2026.11.2  ｜  10



令和８年定例会　第8回9月定例議会　議決結果一覧表
議案番号 件　　　名 付託委員会 議決結果

報第21号 令和７年度酒田市一般会計継続費精算報告について ー 報　　告

報第22号 令和７年度酒田市財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について ー 報　　告

報第23号 地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構の令和7年度における業務の実績に関する評価結果について ー 報　　告

報第24号 専決事項の報告について（損害賠償の額の決定） ー 報　　告

認第 1 号 令和７年度酒田市一般会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 認　　定

認第 2 号 令和７年度酒田市定期航路事業特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 認　　定

認第 3 号 令和７年度酒田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 認　　定

認第 4 号 令和７年度酒田市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 認　　定

認第 5 号 令和７年度酒田市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 認　　定

認第 6 号 令和７年度酒田市風力発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 認　　定

認第 7 号 令和７年度酒田市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 認　　定

認第 8 号 令和７年度酒田市水道事業会計決算の認定について 決算特別 認　　定

認第 9 号 令和７年度酒田市下水道事業会計決算の認定について 決算特別 認　　定

議第65号 令和８年度酒田市一般会計補正予算（第４号） 予算特別 可　　決

議第66号 令和８年度酒田市定期航路事業特別会計補正予算（第３号） 予算特別 可　　決

議第67号 令和８年度酒田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 予算特別 可　　決

議第68号 令和８年度酒田市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 予算特別 可　　決

議第69号 令和８年度酒田市介護保険特別会計補正予算（第２号） 予算特別 可　　決

議第70号 令和８年度酒田市風力発電事業特別会計補正予算（第１号） 予算特別 可　　決

議第71号 令和８年度酒田市駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 予算特別 可　　決

議第72号 酒田市立図書館設置管理条例の一部改正について 総　　務 可　　決

議第73号 酒田市酒田駅前交流拠点施設ミライニ設置管理条例の一部改正について 総　　務 可　　決

議第74号 酒田市児童発達支援センター設置管理条例の一部改正について 民　　生 可　　決

議第75号 請負契約の締結について（酒田市立十坂小学校改修工事（建築工事）） 総　　務 可　　決

議第76号 請負契約の締結について（酒田市立十坂小学校改修工事（電気設備工事）） 総　　務 可　　決

議第77号 物品の取得について（ＧＩＧＡスクール用タブレット端末） 総　　務 可　　決

議第78号 請負契約の変更について（公共土木施設災害復旧事業令和７年度公共災害復旧工事（第１工区）） 建設経済 可　　決

議第79号 令和７年度酒田市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 建設経済 可　　決

議第80〜108号 酒田市農業委員会委員の任命について ー 同　　意

議第109〜111号 酒田市固定資産評価審査委員会委員の選任について ー 同　　意

議第112号 令和８年度酒田市一般会計補正予算（第５号） 予算特別 可　　決

諮第３～５号 人権擁護委員の候補者の推薦について ー 同　　意

議会第２号 認第１号「令和７年度酒田市一般会計歳入歳出決算の認定について」に対する附帯決議について ー 可　　決

議員派遣について（報告） ー 報　　告

令和８年定例会　第7回8月臨時議会　議決結果一覧表
議案番号 件　　　名 付託委員会 議決結果

報第17号 専決事項の報告について（損害賠償の額の決定） ー 報　　告

報第18号 専決事項の報告について（損害賠償の額の決定） ー 報　　告

報第19号 専決事項の報告について（損害賠償の額の決定） ー 報　　告

報第20号 専決事項の報告について（損害賠償の額の決定） ー 報　　告

議第64号 令和８年度酒田市一般会計補正予算（第３号） 予算特別 可　　決

令和７年度決算の認定に対する附帯決議　／　議決結果一覧表
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は
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子こ 
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問

問
　
知
人
よ
り
「
こ
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相
談
窓
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に
電
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が
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た
。
悩
み
を
抱
え
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と
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数
や
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し
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の
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て
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な
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は
な
い
と
認
識
し
て
い
る

9
月
14
日
、15
日
、16
日
に

計
17
人
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一般質問とは…
市政全般に関する状況
や方針を質問し、報告や
説明を求めたり、疑問を
明らかにしたりするもの。

一
般

　
質
問

持続可能な飛島へ

答　
市
長　
こ
れ
ま
で
の
離
島
活
性
化
交
付
金
や

辺
地
対
策
事
業
債
に
加
え
、
特
定
有
人
国
境
離
島

地
域
の
追
加
指
定
に
伴
う
新
交
付
金
な
ど
の
支
援

制
度
を
活
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し
た
い
。

持
続
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く
り
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す
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連
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地
域
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維
持
と

持
続
可
能
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目
指
し
て
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答
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護
連
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整
監
　
市
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施
の
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の
健
康
相
談
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制
だ
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で
は
十
分
で
は
な
い
と
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識
し
て
い
る
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そ
の
た
め
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所
の
健
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談
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国
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県
の
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話
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談
、
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間
団
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き
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よ
う
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図
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い

る
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ホ
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I
N
E
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カ
ー
ド
設
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に
よ
り
、

周
知
の
強
化
に
努
め
て

い
く
。

ひとりで悩まないで。相談窓口はこちら
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に
対
す

る
支
援
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
法
が
成
立
し
、

令
和
９
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
る
。
医
療
的
ケ
ア

児
・
者
を
家
庭
で
支
え
る
在
宅
実
態
や
ケ
ア
状
況

を
把
握
し
、
レ
ス
パ
イ
ト
（
介
護
者
の
休
息
）
枠

の
拡
充
と
、「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
」
の
視
点
に
立
っ

た
施
策
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

「
18
歳
の
壁
」
成
人
期
以
降
の
支
援
体
制
は

短
期
入
所
事
業
所
な
ど
の
不
足
は
認
識

問
　
人
口
減
少
に
伴
い
空
き
家
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
、
市
内
全
域
の
実
態
把
握
が
重
要
で
は
な

い
か
。「
ま
だ
使
え
る
空
き
家
」
の
段
階
か
ら
利
活

用
に
つ
な
げ
る
意
識
づ
く
り
や
、
地
域
・
民
間
事

業
者
と
の
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
長
年
調
査

さ
れ
て
い
な
い
飛
島
を
含
め
、
空
き
家
の
把
握
と

早
期
活
用
を
ど
う
進
め
る
か
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

全
市
的
な
実
態
把
握
の
必
要
性
は

国
の
補
助
を
活
用
し
実
施
し
て
い
く

本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

父
親
の
育
児
参
画
と
父
親

支
援

▲動画はこちらから

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
短
期
入
所
事
業
所
な
ど
の

不
足
は
認
識
し
て
お
り
、
施
設
確
保
な
ど
を
県
へ

継
続
要
望
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
、
ケ

ア
ラ
ー
支
援
の
視
点

に
配
慮
し
な
が
ら
、

医
療
的
ケ
ア
が
必
要

な
方
と
そ
の
家
族
を

社
会
で
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
て
い
き
た
い
。

答
　
市
民
部
長
　
国
の
補
助
を
活
用
し
、
市
内
全

域
の
全
棟
調
査
を
数
年
中
に
実
施
し
、
意
向
調
査

も
併
せ
て
行
っ
て
い
く
。
自
治
会
や
不
動
産
関
係

者
等
の
協
議
会
と

連
携
を
強
化
し
て

い
く
。
飛
島
の
全

棟
調
査
は
手
法
や

予
算
も
含
め
て
検

討
し
、
所
有
者
の

調
査
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。

ほ
か
の
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん

安
心
し
て
遊
べ
る「
子
ど
も

の
遊
び
場
」の
整
備
は

池い
け

田だ 

博ひ
ろ

夫お 

議
員

他
の

　
質
問

問
　
夏
の
危
険
な
猛
暑
や
冬
の
積
雪
・
荒
天
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
日
常
的
に
遊
べ
る
場
が
不
足

し
て
い
る
。
大
型
施
設
の
新
設
に
限
ら
ず
、
既
存

公
共
施
設
の
改
修
や
、
旧
清
水
屋
等
の
利
活
用
や

民
間
連
携
に
よ
り
、
天
候
を
問
わ
ず
年
間
を
通
し

て
安
全
に
遊
べ
る
児
童
遊
戯
施
設
を
拡
充
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
出
生
数
の
減
少
対
策
と
し
て
、
子

ど
も
と
子
育
て
世
代
の
声
を
反
映
し
た
「
遊
び
場

整
備
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
を
伺
う
。

子
ど
も
の
声
を
反
映
し
た
遊
び
場
整
備
計
画
を

市
民
や
子
ど
も
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
く

答
　
市
長
　
通
年
遊
べ
る
場
所
の
不
足
や
ニ
ー
ズ

は
認
識
す
る
が
、
新
設
で
は
な
く
既
存
・
未
利
用

施
設
の
活
用
を
基
本
方
針
と
し
て
お
り
、
適
切
な

場
所
の
特
定
や
具
体
的
改
修
の
検
討
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
子
ど
も
計
画
に
全
天
候
型
の
場
づ
く
り

は
位
置
づ
け
て
お
り
、
現
時
点
で
独
立
し
た
整
備

方
針
を
策
定
す
る
段
階
に
は
な
い
が
、
今
後
検
討

を
進
め
る
際
は
市
民
や
子
ど
も
の
意
見
を
反
映
さ

せ
て
い
く
。

▲動画はこちらから

医療的ケア児と家族の笑顔を守るために

まだまだ使える空き家があるかも！

一般質問
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

と
定
住
促
進

杉す
ぎ
や
ま山 

道み
ち
ひ
ろ弘 

議
員

「
特
定
利
用
空
港
・
港
湾
」

指
定
を
め
ぐ
る
動
き
と
対
応

市い
ち
は
ら原 

栄え
い

子こ 

議
員

他
の

　
質
問

他
の

　
質
問

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

の
支
援
体
制
は

▲動画はこちらから

任
期
終
了
後
に
定
住
・
起
業
・
就
職
さ
れ
た
方
は

退
任
者
18
名
の
う
ち
９
名
が
市
内
に
定
住

先
行
自
治
体
の
利
用
実
態
と
本
市
へ
の
影
響
は

34
箇
所
で
利
用
、
今
後
も
情
報
収
集
に
努
め
る

次
期
食
育
・
地
産
地
消
推
進

計
画
と
食
育
の
推
進
は

▲動画はこちらから

答
　
地
域
創
生
部
長
　
任
期
終
了
者
18
名
の
う

ち
市
内
定
住
者
は
９
名
で
、
起
業
３
名
、
就
職

６
名
、
就
農
・
事

業
承
継
は
ま
だ
な

い
状
況
で
あ
る
。

今
後
は
特
別
交
付

税
措
置
の
範
囲
内

で
民
間
事
業
者
と

連
携
し
、
中
間
支

援
組
織
の
設
置
に

向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
く
。

ほ
か
の
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん

▲動画はこちらから

統
括
機
能
と
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
は

独
自
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
検
討
し
て
い
る

酒
田
っ
て
結
局
何
の
ま
ち
？

市
民
と
つ
く
る
酒
田
ブ
ラ
ン
ド

大お
お

壁か
べ 

洋よ
う
へ
い平 

議
員

他
の

　
質
問

問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
隊
員
が
持
つ
情
熱
、

知
識
や
経
験
、
新
し
い
視
点
を
生
か
し
な
が
ら
、

地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
、

定
着
・
定
住
を
目
指
す
施
策
で
あ
る
。
現
在
14
名

が
着
任
、
県
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
着
任
数
を
目
指

す
と
あ
る
が
、
任
期
終
了
後
に
本
市
へ
定
住
・
起

業
・
就
職
さ
れ
た
方
の
人
数
と
状
況
を
伺
う
。

問
　
全
国
で
は
す
で
に
「
特
定
利
用
空
港
・
港
湾
」

の
指
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
先
行
し
て
指
定
さ

れ
た
空
港
や
港
湾
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
利
用

さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
る
こ
と
も
、
本
市
へ
の
影

響
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
把

握
・
分
析
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

問
　
本
市
に
は
北
前
船
や
鳥
海
山
な
ど
多
く
の
魅

力
が
あ
る
が
、「
酒
田
市
と
い
え
ば
こ
れ
」
と
連

想
さ
れ
る
明
確
な
核
が
な
い
。
観
光
、
移
住
、
ふ

る
さ
と
納
税
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
一
つ

の
戦
略
で
束
ね
、
市
外
へ
の
発
信
だ
け
で
な
く
市

民
自
身
が
魅
力
を
発
信
す
る
よ
う
促
す
必
要
が
あ

る
。
そ
の
統
括
機
能
と
具
体
的
な
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

に
つ
い
て
市
の
所
見
を
伺
う
。

答
　
地
域
創
生
部
長
　
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
つ
い

て
は
、「
酒
」
を
中
心
軸
に
食
や
歴
史
、
港
町
の

特
徴
を
絡
め
た
「
日
本
一
酒
の
う
ま
い
港
町
」

な
ど
の
独
自
コ
ン
セ
プ
ト
を
検
討
し
て
い
る
。
統

括
機
能
と
し
て
は
観
光
物
産
課
と
地
域
み
ら
い

創
生
課
が
連
携
し
、

地
域
創
生
部
全
体

で
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

『美酒美食のまち酒田』で推進!

地域の輪の中、笑顔で活動

答
　
企
画
部
長
　
国
会
資
料
等
か
ら
、
特
定
利

用
空
港
・
港
湾
57
か
所
の
う
ち
34
か
所
で
自
衛

隊
が
訓
練
や
広
報
等

に
利
用
し
た
実
績
を

把
握
し
て
い
る
。
民

生
利
用
が
主
の
た
め

先
行
事
例
で
大
き
な

影
響
は
な
い
と
考
え

て
い
る
が
、
今
後
も

国
に
情
報
を
求
め
る

な
ど
情
報
把
握
に
努

め
て
い
く
。

把握と分析を！「特定利用空港・港湾」の行方
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「
美
酒
美
食
の
ま
ち
酒
田
」の

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

▲動画はこちらから

定
期
船
運
賃
の
低
廉
化
の
見
込
み
は

Ｊ
R
運
賃
並
み
に
引
き
下
げ
る
こ
と
が
可
能

飛
島
の
特
定
有
人
国
境
離
島

地
域
追
加
指
定守も

り

屋や 

紀の
り
ひ
こ彦 

議
員

他
の

　
質
問

今後の支援策に期待がかかる飛島

答
　
市
民
部
長
　
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
で

島
民
運
賃
を
J
R
並
み
に
引
き
下
げ
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
具
体

的
な
軽
減
額
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
し
て

い
く
が
、
島
民
の
さ

ら
な
る
負
担
軽
減
を

図
り
、
持
続
的
な
居

住
が
可
能
と
な
る
よ

う
環
境
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

市
図
書
館
事
業
の
経
費
や

効
率
化
の
検
討
内
容
、同
事

業
の
次
期
指
定
管
理

▲動画はこちらから

答
　
教
育
次
長
　
昨
今
の
暑
さ
対
策
や
ス
ポ
ー
ツ

機
会
の
創
出
、
利
用
拡
大
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

夜
間
利
用
が
で
き
な
い
現
状
は
大
き
な
課
題
と
捉

え
て
い
る
。
体
育
施
設
整
備
方
針
に
お
い
て
野
球

場
機
能
を
同
球
場
へ
集
約
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

た
め
、
照
明
整
備
に
向
け
、
財
源
確
保
の
ほ
か
夜

間
利
用
の
需
要
や
施
設
稼
働
率
な
ど
の
調
査
を
行

い
、
他
施
設
と
の
優
先
順
位
を
踏
ま
え
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

熱
中
症
対
策
と
青
少
年
の
部
活
動
確
保
は

照
明
整
備
に
向
け
財
源
確
保
と
調
査
を
行
う

光
ケ
丘
野
球
場
の
ナ
イ
タ
ー

照
明
整
備
の
検
討
を

松ま
つ
も
と本 

国く
に
ひ
ろ博 

議
員

他
の

　
質
問

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

ど
う
生
か
す
か

▲動画はこちらから

答
　
市
民
部
長
　
７
月
の
説
明
会
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
登
録
に
対
す
る
不
安
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
を
受
け
、
カ
ー
ド
以
外
の
登
録
方
法
と

し
て
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
よ
る
登
録
が
可
能
か
ア

プ
リ
提
供
会
社
を
通
じ
て
県
に
照
会
し
て
い
る
。

ま
だ
回
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
可
能
と
い
う

回
答
が
得
ら
れ
れ
ば
登
録
方
法
の
選
択
肢
と
し
て

提
示
し
た
い
。

説
明
会
を
終
え
て
の
検
証
は

カ
ー
ド
登
録
以
外
の
方
法
を
県
へ
照
会

デ
ジ
タ
ル
回
覧
板
の
導
入

冨と

樫が
し 

覚さ
と
る 

議
員

他
の

　
質
問

問
　
現
行
の
有
人
国
境
離
島
地
域
の
支
援
制
度
で

は
、
離
島
住
民
の
航
路
運
賃
を
引
き
下
げ
る
仕
組

み
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
も
島
民
を
対
象
と

し
た
運
賃
割
引
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
た

び
飛
島
が
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
追
加
指
定

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
制
度
を
活
用
し
た
場
合
、

島
民
の
負
担
を
ど
の
程
度
ま
で
軽
減
で
き
る
見
込

み
が
あ
る
か
伺
う
。

問
　
光
ケ
丘
野
球
場
に
お
い
て
現
在
は
照
明
設
備

が
撤
去
さ
れ
、
夜
間
利
用
が
で
き
な
い
状
況
で
あ

る
。
全
国
の
夏
季
野
球
大
会
で
は
熱
中
症
対
策
と

し
て
二
部
制
の
導
入
や
夕
方
か
ら
の
試
合
開
始
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
中
学
校
部
活
動
の
地
域
ク
ラ

ブ
化
に
伴
う
放
課
後
利
用
や
日
の
短
く
な
る
秋
口

の
練
習
場
確
保
の
観
点
か
ら
も
、
同
球
場
を
さ
ら

に
活
用
す
る
た
め
に
は
ナ
イ
タ
ー
照
明
設
備
の
整

備
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
所
見
を
伺
う
。

問
　
先
般
、
自
治
会
長
を
対
象
に
デ
ジ
タ
ル
回
覧

板
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
デ
ジ
タ
ル
回
覧
板

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
必
要
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は

カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と
に
不
安
を
抱
く
市
民
が

一
定
数
い
る
た
め
自
治
会
で
説
明
す
る
に
は
負
担

を
感
じ
る
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。
カ
ー
ド
を

使
用
せ
ず
と
も
デ
ジ
タ
ル
回
覧
板
を
実
施
す
る
方

法
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
説
明
会
を
終
え
て
ど

の
よ
う
な
検
証
を
行
っ
た
の
か
伺
う
。

一般質問
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介
護
情
報
基
盤
ポ
ー
タ
ル
の

導
入

佐さ

藤と
う 

千ち

佳か

夫お 

議
員

戦
争
の
記
憶
を
継
承
す
る

遺
族
会
へ
の
支
援市い

ち
む
ら村 

浩こ
う
い
ち一 

議
員

他
の

　
質
問

他
の

　
質
問
ほ
か
の
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん

▲動画はこちらから

導
入
を
早
め
る
こ
と
は
可
能
か

可
能
な
限
り
早
く
な
る
よ
う
協
議
し
て
い
く

北
前
船
を
活
用
し
た
観
光

ま
ち
づ
く
り
を

▲動画はこちらから

遺
族
会
の
現
状
と
今
後
の
支
援
の
在
り
方
は

行
政
が
つ
な
ぎ
役
と
な
る
こ
と
が
重
要
と
認
識

「
根
の
力（
非
認
知
能
力
）」

か
ら「
葉
の
力（
認
知
能
力
）」

の
育
成
へ 

ほ
か

▲動画はこちらから

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
案
内
状
へ
の
記
載
提
案
は

合
理
的
配
慮
の
一
環
と
捉
え
て
い
る
。
職
員
対
象

の
研
修
で
取
り
上
げ
る
な
ど
庁
内
各
部
署
へ
さ
ら

な
る
取
り
組
み
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
案
内

文
書
で
の
記
載
方
法
に
つ
い
て
も
、
車
い
す
使
用

者
を
含
め
た
様
々
な
障
が
い
特
性
に
対
す
る
合
理

的
配
慮
と
し
て
ど
の
よ
う
な
表
記
が
適
切
か
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

案
内
状
に
車
い
す
使
用
の
一
文
を

合
理
的
配
慮
の
一
環
と
し
て
検
討
し
て
い
く

案
内
状
へ

車
い
す
配
慮
の
記
載

佐さ

藤と
う 

弘ひ
ろ
し 

議
員

他
の

　
質
問

答
　
医
療
介
護
連
携
調
整
監
　
業
務
効
率
化
や
事

業
者
間
の
情
報
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
市
シ
ス

テ
ム
保
守
事
業
者

や
国
の
構
築
事
業

者
と
調
整
を
行
っ

て
お
り
、
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
の
実
施
時

期
を
で
き
る
限
り

早
く
す
る
よ
う
、

現
在
国
と
協
議
を

進
め
て
い
る
。

情報連携をスムーズに

問
　
国
は
来
年
１
月
か
ら
運
用
で
き
る
利
用
者
、
市
、

介
護
事
業
者
、
医
療
機
関
の
連
携
が
深
く
強
く
な

る
「
介
護
情
報
基
盤
ポ
ー
タ
ル
」
を
整
備
し
た
。

市
が
進
め
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深

化
に
も
大
き
く
関
わ
る
。
市
で
は
来
年
12
月
開
始

予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
少
し
で
も
早
く
導
入
で
き

な
い
か
伺
う
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　
遺
族
会
は
会
員
減
少
や
高

齢
化
等
で
支
部
の
解
散
な
ど
維
持
が
課
題
で
あ
り
、

行
政
が
つ
な
ぎ
役
と
な
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
る
。
今
後
は
戦
争
の
記
憶
や
平
和
へ
の
願
い

を
地
域
で
継
承
す
る
た
め
の
支
援
へ
考
え
方
を
広

げ
て
い
く
こ

と
は
重
要
な

視
点
に
な
る

と
認
識
し
て

い
る
。

平和の尊さを語り継ぐ

問
　
案
内
状
に
車
い
す
利
用
に
関
す
る
記
載
が
な

い
た
め
、
障
が
い
者
は
事
前
に
参
加
可
否
を
確
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
案
内
の
最
後
に
「
車
い

す
使
用
の
方
は
御
連
絡
く
だ
さ
い
」
と
一
文
添
え

る
だ
け
で
、
参
加
で
き
る
こ
と
が
伝
わ
り
、
確
認

の
手
間
も
省
け
る
。
酒
田
大
火
50
年
式
典
の
案
内

に
あ
る
「
そ
の
他
」
の
よ
う
な
項
目
へ
こ
の
一
文

を
載
せ
る
等
の
何
気
な
い
小
さ
な
配
慮
こ
そ
が
、

障
が
い
者
理
解
や
合
理
的
配
慮
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
所
見
を
伺
う
。

問
　
先
の
大
戦
か
ら
81
年
、
酒
田
市
の
招
魂
祭
殿

に
も
２
，３
４
１
柱
の
英
霊
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。 

管
理
運
営
す
る
遺
族
会
の
皆
さ
ん
も
全
国
同
様
、

高
齢
と
な
り
会
の
運
営
も
困
難
と
聞
く
。
し
か
し
、

戦
争
の
実
態
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
途
絶
え
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。
酒
田
市
遺
族
会
の
現
状
と
課

題
、ま
た
、今
後
の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。
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建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
る

影
響

佐さ

藤と
う 

猛た
け
し 

議
員

他
の

　
質
問

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
学
び
と
居
場
所
づ
く
り 

ほ
か

▲動画はこちらから

小
規
模
事
業
者
へ
の
影
響
と
そ
の
対
応
は

利
益
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
現
状
は
認
識

電
気
柵
設
置
補
助
金
の
拡
充
、

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の

新
た
な
ジ
オ
サ
イ
ト
の
発
掘

▲動画はこちらから

大
雨
災
害
へ
の
対
応後ご

藤と
う 

啓ひ
ら
く 

議
員

他
の

　
質
問

災
害
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
は

各
工
事
の
進
捗
情
報
は
次
の
と
お
り

答
　
副
市
長
　
県
管
理
箇
所
の
契
約
率
・
完
成

率
は
、
国
道
344
号
が
100
%
・
50
%
、
県
道
が
96.6
%
・

75.9
%
、
荒
瀬
川
が
100
%
・
100
%
、
日
向
川
が
100
%
・

90.9
%
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
実
施
分
は
、

市
道
が
100
%
・
85.7
%
、

河
川
が
91.7
%
・
83.3
%
、

農
道
が
100
%
・
0
%
、

林
道
が
42.9
%
・

14.3
%
、

農
地
が
83.3
%
・
25
%

と
な
っ
て
い
る
。

来年の収穫に期待

土
地
開
発
基
金
廃
止
以
降

の
企
業
誘
致

▲動画はこちらから

誘
致
の
経
緯
と
今
後
の
取
り
組
み
は

今
後
も
効
果
的
な
誘
致
活
動
を
進
め
て
い
く

残
念
来
年
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ

秋
４
航
海
は
秋
田
へ

後ご

藤と
う 

仁ひ
と
み 

議
員

他
の

　
質
問

答
　
地
域
創
生
部
長
　
令
和
９
年
度
は
11
回
の

寄
港
が
公
表
さ
れ
、
外
航
ク
ル
ー
ズ
船
誘
致
部

会
に
て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
内
部
的
に

関
係
者
と
協
議
は
行
っ

て
い
る
が
、
調
整
段
階

で
の
議
会
へ
の
情
報
提

供
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
効
果
的

な
誘
致
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
。

クルーズで賑わいを

問
　
昨
年
４
月
、
改
正
建
築
基
準
法
が
施
行
さ
れ

た
。「
４
号
特
例
」
が
縮
小
さ
れ
、
２
階
建
て
以

上
ま
た
は
延
べ
面
積
が
２
０
０
㎡
超
の
木
造
建
築

物
は
新
２
号
建
築
物
と
な
り
、
建
築
確
認
・
検
査

が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
申
請
書
類
の
作
成

や
専
門
的
な
計
算
、
確
認
申
請
の
対
応
業
務
量
が

増
え
て
い
る
。
小
規
模
事
業
者
に
及
ぼ
す
影
響
へ

の
認
識
と
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

問
　
令
和
６
年
７
月
25
日
大
雨
災
害
か
ら
２
年
。

復
旧
・
復
興
方
針
の
復
旧
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示

さ
れ
た
最
終
年
度
に
あ
た
る
。
国
道
を
往
来
す
る

工
事
車
両
の
多
さ
に
復
旧
工
事
が
着
々
と
進
ん
で

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
国
道
、
県
道
、
市
道
、

林
道
、
農
地
、
河
川
の
復
旧
工
事
の
契
約
率
、
完

成
率
を
伺
う
。

問
　
令
和
9
年
度
寄
港
予
定
回
数
と
誘
致
活
動
は
。

７
月
に
来
年
の
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
が
つ
や

姫
マ
ラ
ソ
ン
と
日
程
が
重
な
り
、
断
っ
た
と
の
情

報
が
流
れ
た
。
県
や
つ
や
姫
マ
ラ
ソ
ン
関
係
者
と

の
協
議
、
調
整
は
。
観
光
関
係
者
に
よ
る
と
、
酒

田
ま
つ
り
の
頃
の
話
だ
と
聞
い
た
。
議
会
へ
の
情

報
開
示
は
適
切
か
。
経
済
効
果
・
賑
い
か
ら
、
積

極
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
今
後
の
取
り
組

み
を
ど
う
す
る
の
か
。 

答
　
建
設
部
長
　
小
規
模
事
業
者
は
専
門
外
注
の

増
加
に
よ
り
利
益
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
一
方
、
外

注
に
よ
る
効
率
化
や

強
み
を
生
か
す
事
業

者
も
お
り
、
増
加
す

る
費
用
負
担
に
つ
い

て
は
大
手
と
同
様
に

建
築
主
の
理
解
と
負

担
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

地域の工務店や大工への負担は

一般質問
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編 集 後 記

議 場 見 学

委員長　　遠田　敏子　　　委員　ガンバリーニ　杏子　　田中　　廣　　守屋　紀彦
副委員長　杉山　道弘　　　　　　大壁　洋平　　　　　　後藤　　啓　　齋藤　　直

南平田小学校３年生の皆さん

日 月 火 水 木 金 土
11/22

29

6

13

23

30

7

14

24

12/1

8

15

25

2

9

16

26

3

10

17

27

4

11

18

28

5

12

19

本会議

常任委員会

（議案調査日）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

（事務整理日） 本会議 本会議
（一般質問）

予算特別
委員会

本会議
（代表質疑）

（ 　　   ）委員会
審査報告

請願提出締切

勤労感謝の日

　鳥海山も紅く染まり、冬の訪れを感じる季節
となりました。 最近、一年の季節の移り変わり
の早さに驚いているのは私だけでしょうか……。
　さて、さかた市議会だよりは第90号の発行
を迎えました。 創刊以来、多くの議員が本会議
場で酒田市の課題と市民生活の向上について
慎重な審議を重ねてきました。
　この度の9月定例議会においては、令和7年

度「主要な施策の成果報告書」の記載に誤りが
あり、決算特別委員会を開くことのできない不
測の事態がありました。 しかしながら、「失敗に
学ぶ」姿勢は非常に大切です。 二元代表制の
もと、執行部にはこの教訓を生かしていただく
とともに、私たち議会もより緊張感を持って市
政のチェックをしてまいります。

 （齋藤 直）

社会科見学の一環で
市内の小学校の皆さんが

議場見学に
来てくださいました。

令和８年 12月定例議会の予定

90
発
行
／
酒
田
市
議
会
　
議
長
／
進
藤
 晃
　
編
集
／
議
会
報
編
集
委
員
会
　
発
行
部
数
／
41,500部

山
形
県
酒
田
市
本
町
二
丁
目
２
番
４５
号
　

文
字
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
文
字
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

※市議会だよりに対するご意見・ご質問などがありましたら、お気軽にお寄せください。
電話0234（26）5770　 FAX0234（26）5790　 E-mail:gikai@city.sakata.lg.jp

議会報編集委員会

さ
か
た
市
議
会
だ
よ
り
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